
１ねんせいの かていがくしゅう  

もくひょう：こんなことが できるようにしよう 

やくそく：がんばって まいにち がくしゅうしよう 

がくしゅうの まえに 

がくしゅうの あとに 

 

 もくひょう：こんなことが できるようにしよう 

 おおきな こえで、ほんを よむ。  

 えんぴつを ただしく もって、じを かく。  

 ひらがなや かたかなを、よんだり かいたり する。  

 ならった かんじを よんだり かいたり する。  

 じゅんじょよく はなしたり、かいたり する。  

 「は」「を」「へ」を ただしく つかって ぶんを かく。 

 たしざんや ひきざんを する。  

 とけいを よむ（なんじ なんぷん）。  

http://aichi-mihama.ed.jp/~k-nomaes/tebiki/1nen/1mokuhyo.html#mokuhyo
http://aichi-mihama.ed.jp/~k-nomaes/tebiki/1nen/1mokuhyo.html#yakusoku
http://aichi-mihama.ed.jp/~k-nomaes/tebiki/1nen/1mokuhyo.html#befor
http://aichi-mihama.ed.jp/~k-nomaes/tebiki/1nen/1mokuhyo.html#after


 やくそく：がんばって まいにち がくしゅうしよう 

 べんきょうする じこくを きめましょう。 

（たとえば かえったら すぐ、５じから、ばんごはんの まえ な

ど）  

 しずかな ところで、しゅうちゅうして とりくみましょう。 

テレビは つけません。  

 まず、しゅくだいを しましょう。  

 ていねいな じで かきましょう。  

 ノートには、べんきょうした ひを かきましょう。  

 １０ぷんを めやすに して、がんばりましょう。  

 おわったら、おうちの ひとに みて もらいましょう。 

そして、まちがいなおしを しましょう。  

 がくしゅうの まえに 

 がっこうからの おてがみを おうちの ひとに わたしましょう。  

 べんきょうを する ばしょを かたづけましょう。  



 しせいや えんぴつの もちかたに きを つけましょう。  

 がくしゅうの あとに 

 じかんわりを たしかめて つぎの ひの じゅんびを します。 

（きょうかしょ、のおと、したじき、ふでばこ、れんらくちょう、ぱす

けえす、はんかち、てぃっしゅ、きゅうしょくせっと、たいそうふく 

など）  

 えんぴつを けずって おきます。 

 

 

 

 


